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5つの
自由

飢え・渇き
からの自由

ても大切です。動物の種類や
健康状態にあった適切なフード

を与え、水は新鮮なものが
　　いつでも飲めるよう
　　　 にしましょう

痛み・負傷・
病気からの自由

けがや病気の場合には
適切な治療を受けさ
せましょう。日頃から病気
の予防を心掛け、健康状

態をチェックしましょう

不快からの自由
清潔で安全で快適な飼養
場所を用意して、動物が
快適に過ごせるようにし
ましょう

本来の行動が
とれる自由

それぞれの動物が
本能や個性に
合った動物本来の
行動がとれるように

工夫しましょう
恐怖・抑圧
からの自由

動物が恐怖や抑圧を受
けないように、また、精
神的な苦痛や不安
の兆候を示さない
ように的確な対応

をとりましょう

自由
には
さ

ましょう

が

の
うに
う

また、精
安
い
応

3 2

ペットや家畜動物、実験動物など人間が管理している全ての
動物に対して飼養環境を整え、動物が健康で幸せに生きること
が「5つの自由」とされています。

埼玉県動物指導センター
指導課　担当課長　坂本 晶代さん
埼玉県動物指導センターでは人と動物が共

生する社会の実現を目指して業務に取り組ん
でいます。現在は熊谷市に本所、さいたま市
に南支所があり、ペット（犬以外）に関する相談
や指導、猫の引き取り、犬・猫の譲渡や処分お

よび動物愛護啓発事業を行っています。県保健所に収容され飼い主に返
還されなかった犬は最終的には当センターに収容されます。昨年度は犬
312頭、猫817匹を収容し、それぞれ292頭、436匹が新しい飼い主
の元に迎えられました。
また、迷子になった場合の飼い主への返還数は犬が275頭であるの
に対し、猫はたったの3匹です。当センターに収容された猫の約4割が
殺処分となっています。猫にもマイクロチップなどを装着し、家族の元
に戻れるようにすることがとても大切です。
ペットは終生飼養が原則ですが、残念なことにペットを手放す飼い主

がいるのも事実です。手放す理由としては飼い主の都合によるものが多
いです。ペットを飼う前に、よく吠えるなど品種ごとの特性を十分に理解
した上で、自宅や近隣はペットを飼いやすい環境なのか、10年後も飼い
続けられるかなど、しっかりと考えていただきたいです。また、飼い主
の施設入居や死亡による引き取りも増えています。ペットに癒しを求め
る気持ちはよく分かりますが、命あるものですから、自分に何かあった
ときにどうするか周りの人に伝えておく、他の人も世話をできるようにし
ておくなど、ペットを取り残さない準備をぜひ日頃から行ってください。

人
と
動
物
が

人
と
動
物
が

「
幸
せ
に
暮
ら
す
社
会
」へ

「
幸
せ
に
暮
ら
す
社
会
」へ

動
物
と
触
れ
合
う
と
、
癒
さ
れ

た
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
と
感

じ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。ペ
ッ
ト

と
の
暮
ら
し
は
私
た
ち
の
日
常
に

幸
せ
と
彩
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は

家
族
が
増
え
る
こ
と
で
あ
り
、そ
の

動
物
の
一
生
に
責
任
を
持
つ
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、ペ
ッ
ト
が
頼
れ
る

の
は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
人
と
動

物
が
一
緒
に
幸
せ
な
一
生
を
過
ご

す
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

や
責
任
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

動
物
愛
護
管
理
法
で
は
、
国
民

に
広
く
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼

養
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
動
物
愛
護
週

間
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
犬・猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
お

り
、令
和
2
年
度
で
6
7
5
頭（
匹
）と
過
去
10
年

間
で
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
を
達
成
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、全
国
で
見
る
と
令
和
2
年
度
中
だ
け

で
2
万
3
千
7
6
4
頭（
匹
）の
命
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。1
日
で
65
頭（
匹
）、1
週
間
で
4
5
5
頭

（
匹
）が
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
犬
猫
の
引
き
取
り
数
は
全
国

で
7
万
2
千
4
3
3
頭（
匹
）で
す
。
こ
の
う
ち

約
8
割
は
所
有
者
不
明
の
迷
子
な
ど
で
す
。
飼

い
主
と
の
再
会
を
待
つ
た
め
一
定
期
間
収
容
さ

れ
ま
す
が
、そ
の
期
間
は
原
則
3
日
間
で
す
。

本
来
の
飼
い
主
や
譲
渡
先
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
殺
処
分
と
な
り
ま
す
。
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
は
、警
察
署
の
他
、犬
は
保
健

所
、猫
は
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
で
き
る
だ
け

早
く
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
県
内
の
各
保
健
所
や
同
セ
ン
タ
ー

に
収
容
さ
れ
て
い
る
犬
と
猫
の
情
報
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

収
容
さ
れ
た
猫
の
多
く
が
飼
養
が
難
し

い
子
猫
や
病
気
を
持
っ
た
猫
で
す
ぐ
に
譲

渡
で
き
る
猫
は
少
な
く
、
譲
渡
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
譲
渡
の
条
件
も
確
認

し
、
本
当
に
飼
え
る
か
十
分
検
討
を
し
た

上
で
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
家
庭
に
犬
や
猫
が

迎
え
ら
れ
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
譲
渡
を
受

け
ら
れ
る
機
会
や
方
法
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、引
き
取
り
数
の
う
ち
残
り
2
割
近
く

に
当
た
る
1
万
3
千
1
8
0
頭（
匹
）は
飼
い
主

か
ら
の
引
き
取
り
で
す
。
飼
い
主
は
手
放
し
た

ペ
ッ
ト
の
大
部
分
が
、殺
処
分
に
な
る
こ
と
を

理
解
し
た
上
で
の
判
断
が
必
要
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
、孤
独
の
ま
ま
知
ら
な

い
場
所
で
亡
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
譲
渡

先
を
探
す
、病
気・
老
齢
が

理
由
な
ら
最
期
ま
で
看
取

る
こ
と
や
動
物
病
院
で
の

安
楽
死
な
ど
も
う
一
度「
家

族
」の
将
来
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

猫
の
繁
殖
能
力
は
高
く
、
猫
は
出
生
後
6
〜
9

カ
月
で
妊
娠
が
可
能
と
な
り
、
一
度
の
出
産
で
平

均
5
匹
の
子
猫
が
生
ま
れ
ま
す
。
妊
娠
期
間
は
約

2
カ
月
、
年
に
3
回
以
上
の
出
産
が
可
能
で
あ
る

た
め
1
組
の
雄
と
雌
か
ら
1
年
で
最
大
70
匹
に
も

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
「
不
妊
去
勢
手
術
」
が
必
要
で
す
。

飼
い
主
に
な
る
こ
と
と
は
、ペ
ッ
ト
の

命
を
預
か
る
こ
と
で
あ
り
責
任
が
伴
い

ま
す
。
自
身
が
病
気
に
な
っ
た
、引
っ
越

し
や
結
婚
に
よ
っ
て
飼
え
な
く
な
っ
た
、

子
供
が
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
な
ど
飼
い

主
の
都
合
で
動
物
を
不
幸
に
し
な
い
よ

う
に
飼
う
前
に
は
よ
く
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
社
会
の
中
に
は
動
物
が
苦

手
な
方
も
い
ま
す
。ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
人
も
動
物
も
気
持
ち
よ
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

動物の自由

令和2年度 全国の犬・猫の引き取りおよび処分の状況

環境省統計資料「犬・猫の引取り及
び負傷動物等の収容並びに処分の
状況」より作成

9
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

全
国
で
年
間

2
万
頭
以
上
が
殺
処
分
に

迷
子
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡

新
し
い
飼
い
主
に
な
り
た
い
と

考
え
る
あ
な
た
へ

最
期
ま
で

家
族
と
暮
ら
す
選
択
を

猫
の
殺
処
分
数
は
犬
の
約
5
倍

飼
い
主
の
責
任
と

動
物
の
自
由

飼い主の責任

動物指導センターの現状を知る

① ペットがその命を終え
るまで責任をもつ

② 動物の病気や感染症
について正しい知識
を持ち、予防に努める

④ 排泄
せつ

物の処理や、人へ
の危害防止など、他人
への迷惑を防ぐ

⑤ 迷子を防ぐため所有
者を明らかにする

③むやみに繁殖させない

動物指導センターの現状を知る

動物指導センターが飼養している
犬・猫の譲渡

問い合わせ　同センター☎536―2465

動物保護団体
からの譲渡

「新しい飼い主
 さがし掲示板」

猫犬

犬（頭） 猫（匹） 合計
引
き
取
り
数

飼い主から 2,701 10,479 13,180

所有者不明 24,934 34,319 59,253

処
分
数

返還数 9,463 255 9,718

譲渡数 14,736 25,130 39,866

殺処分数 4,059 19,705 23,764


